
　

昨
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
決
算
の
状
況
は
、一
般
被
保

険
者
国
民
健
康
保
険
税
が
見
込
額
を
上

回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、９
，７
８
８

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
人
当
た
り
医
療
費
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴

う
受
診
控
え
な
ど
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
た
前
年
度
と
比
較
す
る
と
増

加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
安
定
し
た

国
保
財
政
を
運
営
す
る
た
め
、
被
保

険
者
一
人
一
人
が
年
に
１
回
の
特
定

健
診
や
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
な
ど
、

健
康
管
理
に
努
め
、
健
康
増
進
に
心

掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
別
会
計
の
運
営
状
況

　

あ
な
た
の
健
康
の
た
め
に
毎
年
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
早
め
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

　

近
年
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
は
自
覚
症
状
が
乏
し
い
た
め
、
気

付
い
た
時
に
は
病
気
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、

重
い
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
多
額
の
医
療
費
負
担
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
①
は
、
市
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
１
人
当
た
り
医
療
費
を
示

し
、
年
代
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
徐
々
に

高
く
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
中
で
、
生

活
習
慣
病
は
約
３
割
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
年
１
回
は
特
定
健
診
を

問 �保険年金課（ 1階） ☎561-2366、561-2480

（円）

379,214379,214 375,208375,208

395,205395,205 397,392397,392

32令和元30平成29 (年度)

医療費用額(10割)÷
平均被保険者数

340,000

360,000

380,000

400,000

１人当たりの療養諸費

365,296365,296

国保税  国民健康保険加入者からの税金
国・県支出金 国と県からの負担金や補助金
基金繰入金  国民健康保険準備積立金から繰り入れた財源
繰入金  一般会計から繰り入れた財源
その他収入  前年度からの繰越金など

保険給付費  被保険者に給付した医療費、出産・葬祭費など
国保事業費納付金 都道府県が国民健康保険事業を行うために市町村から徴収する費用
保健事業費  被保険者の健康保持増進事業のための事業費
その他 支出  　 還付金や補助金の返還金など

令和 3年度 財政状況

国保税
21億9,301万円
(19.00%)

国保税
21億9,301万円
(19.00%)

国・県支出金
81億5,739万円
(70.68%)

国・県支出金
81億5,739万円
(70.68%)

基金繰入金
175万円
(0.01%)

基金繰入金
175万円
(0.01%)

その他収入
2億1,571万円
 (1.87%)

その他収入
2億1,571万円
 (1.87%)

繰入金
9億7,404万円
(8.44%)

繰入金
9億7,404万円
(8.44%)

歳 入
保健事業費
9,632万円
（0.84%)

国保事業費納付金
29億7,427万円
（25.99%)

国保事業費納付金
29億7,427万円
（25.99%)

保険給付費
79億8,686万円
（69.79%)

保険給付費
79億8,686万円
（69.79%)

その他支出
3億8,657万円
(3.38%)

用語の
解説

歳出

115億
4,190万円

114億
4,402万円

①年齢階層別１人当たり医療費（生活習慣病・外来）
� （ 1 人/年間、令和 ２年度）

（円）100,000 500,000400,000300,000200,000

40～44

55～59

60～64

65～69

70～74
（歳）

45～49

50～54

487,615487,615

405,241405,241

390,415390,415

336,564336,564

265,543265,543

194,181194,181

243,355243,355

40歳代と
70歳代で
約2倍の差！

②特定健診受診率（令和 ２年度）

（％）

16.416.4
23.423.4

17.217.2
22.722.7

32.232.2
39.439.4 39.539.5 41.541.5

（歳代）70 605040

男　　女
若い世代の
受診率が低い！
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令和
３
年
度

受
診
す
る
な
ど
、
自
分
自
身
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

グ
ラ
フ
②
は
特
定
健
診
の
受
診
率
で

す
が
、
40
～
50
歳
代
の
受
診
率
が
低
い

状
況
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早

期
発
見
、
重
症
化
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

に
は
、
40
歳
代
か
ら
健
康
状
態
を
定

期
的
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

冬
場
の
健
診
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
加
え
て
、
冬
場
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
重
な
り
、
医
療

機
関
に
よ
っ
て
は
健
診
の
受
け
付
け

を
制
限
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
診
を
受
診
す
る
際
は
、
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？ 

　

�

来
年
2
月
28
日
㈫
ま
で

約9,000円の
健診が無料！
たび！

令和
３
年
度

介
護
保
険
の
運
営
状
況

　

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）は
3
万

８
2
4
人
で
、前
年
よ
り
3
6
5
人（
1
・
2

％
）
増
加
し
ま
し
た
。
要
介
護
認
定
者

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、5
，4
6
１
人

（
第
2
号
被
保
険
者（
40
～
64
歳
）の
92
人

を
含
む
）で
、
前
年
よ
り
2
0
８
人（
4
・
0

％
）増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
率（
65
歳
以
上
の
人
に
占

め
る
認
定
者
の
割
合
）は
、
17
・
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
で
は
30
・
9
％
と
、
約
3
人
に
1

人
が
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

歳入 歳出 

第 １号被保険者
介護保険料 23億7,437万円 総務費 2 億 8,751万円

国庫支出金 17億8,125万円 保険給付費 82億131万円
介護給付費交付金 22億4,888万円 特別給付費 7,452万円
県支出金 12億5,339万円 地域支援事業 4 億 3,396万円
一般会計繰入金 15億9,308万円 基金積立金 2,398万円
繰越金 9,616万円 繰出金 4,896万円
その他の収入 59万円 その他の支出 4,820万円

合計 93億4,772万円 合計 91億1,844万円

《
参
考
》

　

40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険

料
と
公
費（
国
・
県
・
市
）で
、
介
護（
予

防
）な
ど
の
保
険
給
付
を
行
い
ま
し
た（
市

の
特
別
給
付
を
除
く
）。

※ 

調
整
交
付
金
は
介
護
保
険
法
第
１
2
2

条
に
基
づ
い
て
、
市
町
村
間
の
「
給
付

水
準
」
や
「
所
得
水
準
」の
違
い
に
よ
る

保
険
料
基
準
額
へ
の
影
響
を
是
正
す
る

た
め
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
令

和
3
年
は
市
に
0
・
９
3
％
の
割
合
で

交
付
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
3
年
度
の
介
護
保
険
の
財
政
状

況
は
、
歳
入
が
93
億
4
，７
７
2
万
円
に

対
し
て
、
歳
出
が
91
億
1
，８
4
4
万
円

と
な
り
、
2
億
2
，９
2
８
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
介
護
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
被
保
険
者
一
人
一
人
が
介
護
予

介
護
保
険
の
財
政
状
況

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
保
険 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
費
用
の
1
割
を

利
用
者
が
負
担
し
、
残
り
9
割
は
、
保

険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す（
一
定
所
得
以
上

の
利
用
者
は
2
割
ま
た
は
3
割
を
負
担

し
、
残
り
の
8
割
ま
た
は
7
割
は
、
そ

れ
ぞ
れ
保
険
か
ら
給
付
）。

　

令
和
3
年
度
の
保
険
給
付
費
は
、
82
億

１
3
１
万
円
で
し
た
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況

問 �介護保険課（ 1階） ☎561-2369、561-2480

防
に
努
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
適
切
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

第1号被保険者
介護保険料
国庫支出金
介護給付費交付金
県支出金
一般会計繰入金
繰越金

総務費
保険給付費
特別給付費
地域支援事業
基金積立金
繰出金

65歳以上の人からの保険料収入

国からの負担金や交付金など
第2号被保険者(40～64歳)の保険料
県からの負担金や交付金など
一般会計から特別会計への繰入金
翌年度への繰越財源

介護認定や保険料徴収のための費用など
介護サービス利用の保険給付
市独自の保険給付
介護予防事業
基金への積立金
一般会計への繰出金

用語の解説

572572

480480

675675

531531
451451
418418
4,4324,432

1,3051,305

662662

454454

657657

573573
451451
440440
4,6214,621

1,3841,384

693693

509509

715715

562562

466466
453453
4,8034,803

1,4051,405

平成 28 29 30 (年度)令和元 2 3
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

(人)

673673

537537

752752

621621

484484
455455
5,0145,014

1,4921,492

709709

553553

791791

661661

524524
458458
5,2535,253

1,5571,557

736736

558558

762762

726726

556556
457457
5,4615,461

1,6661,666

要介護 5

要介護 4

要介護 3

要介護 2

要介護 1

要支援 2 

要支援 1 

 要介護認定者数（各年度末時点の数値）

（65歳以上の人）
1号被保険者の

保険料
27.1%

（65歳以上の人）
1号被保険者の

保険料
27.1%

（40～64歳の人）
2号被保険者の

保険料
27.0%

（40～64歳の人）
2号被保険者の

保険料
27.0%

市の負担金
12.5%
市の負担金
12.5%

県の負担金
12.5%
県の負担金
12.5%

国の負担金
20.0%
国の負担金
20.0%

調整交付金
0.9%

調整交付金
0.9%

介護保険の財源構成

令和 3 年度 財政状況

要
介
護
認
定
の
状
況

（
今
年
3
月
末
時
点
） 国

民
健
康
保
険
の
運
営
状
況
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